
5月23日（木）　2024年度春期Ⅰ部Ⅱ部入替戦３回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

大工大 0 0 6 1 0 0 0 0 1 8

大公大 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

【打者成績】 【打者成績】
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1 指 入谷 3 4 2 1 1 中 根来 2 3 1 0

2 中 岡田 2 4 2 1 2 三 田中啓 4 4 0 0

3 一 久良 4 5 2 1 3 捕 中村 4 4 1 0

4 左 兵 3 4 2 0 4 遊 疋田 3 4 0 0

5 右 岩口 1 4 2 1 5 指 荻沢 1 4 1 0

6 三 平山 2 3 0 1 6 一 大西 3 2 0 0

7 二 此上 2 5 3 2 7 二 樋口 3 3 2 2

8 捕 坂元 4 3 0 0 8 右 前田 2 3 0 0

9 遊 阪本 3 3 1 0 9 左 小田竜 3 2 0 0

投 高橋 4 - - - 左 小泉 4 1 0 0

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 投 中野 4 - - -

2 4 5 0 1 35 14 7 吉岡 2 - - -

古谷 4 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

5 2 0 2 0 30 5 2

【投手成績】 【投手成績】
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高橋 9 126 32 30 5 5 2 2 2 中野 2 2/3 53 15 11 6 1 2 6 6

合計 9 126 32 30 5 5 2 2 2 吉岡 3 1/3 65 18 14 5 1 2 1 0

古谷 3 33 11 10 3 0 0 1 1

合計 9 151 44 35 14 2 4 8 7
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【戦評】

泣いても笑っても全てが決まる最終戦。失うものはないと割り切り、全員で笑顔で試合に臨みました。

先発の中野は初回、先頭に安打を放たれますが、中村の盗塁刺によりチャンスを広げさせません。その後をしっかり打ち取ると、２回表は圧巻のピッチングを見せ三者凡退に抑えます。

２回裏、早くも試合が動きます。一死から期待のルーキー荻沢が安打で出塁すると、大西も四球で続きます。ここで樋口の適時二塁打により２点を先制します。

３回表、中野は先頭に安打を放たれ、連続犠打で二死三塁とします。ここで抑えたいところでしたが、三連続の長打を許し３点を奪われ逆転されます。尚も走者三塁で四球を与えると、続く打者にも長打を放たれ

さらに１点を追加されます。またも二三塁のピンチで四球を与え、ここで投手は吉岡に代わります。しかし相手打線を止められず適時打を許し、さらに２点を追加され、この回一気に６点を奪われます。

点を取り返そうと奮起する打線は３回裏、先頭の根来が安打で出塁すると、主将中村も安打でチャンスを広げます。しかしあと一本が出ず得点に繋げられません。その後も四球や安打での出塁はあるも、８回まで

３人での攻撃終了が続き苦しい展開となります。

一方の守備は４回表、先頭に安打を放たれ犠打で一死二塁とすると、二死に追い込んでから三盗されます。続く打者を打ち取りたいところですが、ここで味方の失策により１点を追加されます。吉岡はその後、安

打や四球でのピンチを背負うも、６回まで得点を許さず、マウンドを古谷に託します。

７回表、古谷は僅か６球で相手を三者凡退に打ち取ると、８回には安打を許すも中村の盗塁刺もあり、３人で攻撃を終わらせます。

９回表、これ以上得点を与えられない場面ですが、先頭からの連打で無死二三塁とされると、スクイズを決められ１点を奪われます。

奇跡を願うばかりの９回裏ですが、叶わず三者凡退で試合終了。２ー８で敗戦し、Ⅱ部降格が決定いたしました。

応援してくださる皆様のご期待に応えることができず、無念の気持ちが溢れる限りでございます。しかし、今季の経験を糧に、部員一同より一層精進し、必ずや来季での優勝・Ⅰ部昇格を成し遂げます。

どうかこれからも、大阪公立大学硬式野球部を温かく見守っていただけますと幸いでございます。


